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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当社グループの中核である「製粉及び食品事業」につきましては、輸入小麦の政府売渡価格が本年４月に改定

されましたが、５銘柄平均(消費税抜き)では昨年１０月に改定された政府売渡価格とほぼ同水準であったため、

小麦粉製品の販売価格は据え置きと致しました。当第１四半期の経営成績は、小麦粉の販売数量は前年同期間を

若干下回りましたが、小麦の政府売渡価格が前年同期間比では上昇したことに伴い、小麦粉の価格も相応に上昇

し、売上高は前年同期間比増加しました。営業利益、経常利益も前年同期間比増加となりました。 

 「外食事業」の㈱さわやか（当連結対象期間1月～３月）につきましては、ケンタッキーフライドチキン店の

販売競争の激化により、売上高は前年同期間比若干減少しましたが、ローコストオペレーションの徹底や店舗別

マーケティングに努め、営業利益は前年同期間比大きく改善しました。 

 「運送事業」の日東富士運輸㈱につきましては、グループ外からの運賃収入は前年同期間比増加しましたが、

燃料費の上昇等により、営業利益は前年同期間比減少しました。 

以上の結果、当社グループの第１四半期業績は、売上高１２３億９千８百万円（前年同期間比４．０％増）、

経常利益５億５千８百万円（前年同期間比１２．５％増）、四半期純利益３億７千６百万円（前年同期間比 

１３．５％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期末の財政状態は、総資産は、現金及び預金や原材料及び貯蔵品の増加等により、前連結会計年度

末比３１億３千７百万円増加し、４１８億８千６百万円となりました。純資産は利益剰余金の増加等により、前

連結会計年度末比６億４千８百万円増加し、２６０億９千７百万円となり、自己資本比率は６２．２％になりま

した。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成２６年４月３０日に公表致しました業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職

給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定め

について当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額

の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が612百万円増加し、利益剰余金が394百万

円増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

 Ⅰ 前第１四半期連結累計期間 (自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 
四半期連結財

務諸表 
計上額 製粉及び 

食品事業 
外食事業 運送事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 10,318 1,555 50 11,925 ― 11,925 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

1 ― 565 567 △567 ― 

計 10,320 1,555 616 12,492 △567 11,925 

セグメント利益又は損失(△） 345 △27 28 345 1 347 

 (注)１ セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。 

 

 Ⅱ 当第１四半期連結累計期間 (自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 
四半期連結財

務諸表 
計上額 製粉及び 

食品事業 
外食事業 運送事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 10,806 1,537 54 12,398 ― 12,398 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

1 ― 547 548 △548 ― 

計 10,808 1,537 601 12,947 △548 12,398 

セグメント利益 378 24 25 428 △21 406 

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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